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１ 昨年度の振り返り
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令和３年度 横浜市広報企画審議会 審議内容

第１回 令和３年11月17日（水）開催

【議題】

議題１ 広報・広聴事業の取組状況について

議題２ 新型コロナウイルス感染症に関する広報



１ 昨年度の振り返り
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ご意見 対応状況

LINEをはじめとした新たなツールも活用しな
がら、各ターゲット層が欲しいと思う情報を
タイムリーに発信することが大切。

市民の関心度の高い新型コロ
ナウイルス感染症などの特に
重要なお知らせについては、
LINEやTwitter、YouTubeなど
を積極的に活用し、迅速に情
報発信を行っています。

広報紙アプリの9言語の自動翻訳によって、
「広報よこはま」をこれまでよりも多くの言
語で読めるようになったことは評価できる。
広報紙アプリが簡単に操作できるようにする
ため、アプリ会社とともに改善を進めてほし
い。また、市版及び西区版だけでなく全区で
広報紙アプリを導入してほしい。

市ウェブサイトに広報紙アプ
リの利用方法を掲載するとと
もに、より使いやすいアプリ
となるようアプリ会社への働
きかけを行っていきます。ま
た、区と連携し、全区展開で
きるよう検討していきます。



１ 昨年度の振り返り
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ご意見 対応状況

自治体の広報は、スマホなどを利用していな
い人にも、必要な情報を伝える、あるいは、
「困ったときはここに問い合わせて」など、
まず問い合わせ先があることを伝えることが
重要。

各世帯にお届けしている「広
報よこはま」では、毎月、新
型コロナウイルス感染症に関
する情報を掲載しており、コ
ロナに関するコールセンター
などの問い合わせ窓口を案内
しています。

コロナ関連の情報発信方法など、今回の経験
を今後の広報に生かしてほしい。

ターゲット層に合わせて紙媒
体とデジタル媒体など複数の
媒体を組み合わせながら、市
民の皆様のニーズに合わせた
情報発信を行っていきます。



２-１ より“伝わる”広報を目指して
～広報よこはまのデザイン変更～

♦課題１ 広報よこはまの主となる読者層は高齢者であり、
若年層には読まれていない傾向にある

■令和2年度横浜市の広報に関するアンケート調査結果
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【参考】広報よこはまを読む頻度（年齢別）

広報よこはまを毎月読む人の割合は、高年齢層になるほど高くなり、70歳以上で44％。

一方、18～29歳では読まない割合が65％を占める。
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◆課題２ 表紙に文字数、情報項目が多く、読みづらい印象を受ける
新聞等に親しみの薄い若年層がより敬遠し手に取らない

２-１ より“伝わる”広報を目指して
～広報よこはまのデザイン変更～
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◆デザイン変更のねらい

手に取り、読み続けたくなるストーリー性のある紙面へ
高齢者層に加え、これまであまり読まない20代～30代を
ターゲットに、デザイン性の向上に力を入れ、文字数を削減

・特集記事へ誘導で
きる関連写真を
大きく掲載
・“記憶に残る”写真

市民にお伝えすべ
き旬の情報を厳選

・わかりやすい
タイトル
・文字量の削減

表紙 特集記事 中面記事

市政を知ってもらう、横浜への愛着を持ってもらう
きっかけづくり

２-１ より“伝わる”広報を目指して
～広報よこはまのデザイン変更～
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◆変更例：7月号
【特集記事】
横浜で鎌倉時代を旅しよう！
NHK大河ドラマ「鎌倉殿の13人」
ゆかりの史跡巡り・関連イベント紹介

【表紙のねらい】
・表紙に代表的な史跡を組み写真
で掲載

・16面に大河ドラマに関連した記
事を掲載したため、多くのファ
ン層を惹きこむことを企図

２-１ より“伝わる”広報を目指して
～広報よこはまのデザイン変更～



10

◆変更例：８月号
【特集記事】
もっとスポーツを楽しもう！
第３期スポーツ推進計画の紹介

【表紙のねらい】
・様々なスポーツを行っている
躍動感ある写真を組写真で掲載

・デザインカラーも黄・青・緑を
使い、夏らしく爽やかで元気な
イメージで企画。

・市長コラム下の情報欄も整理し、
より写真の掲載スペースを確保。

２-１ より“伝わる”広報を目指して
～広報よこはまのデザイン変更～
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◆変更例：９月号
【特集記事】
音楽あふれる横浜を楽しもう
横浜音祭り2022の紹介

【表紙のねらい】
・より訴求力が高い1枚写真を採用
・「みんなで音楽に触れる」、「楽
しくワクワクする」イメージを想
起させる写真を大きく掲載。

・撮影場所（元町）の問い合わせも
数多く入った。

２-１ より“伝わる”広報を目指して
～広報よこはまのデザイン変更～
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◆変更例：10月号
【特集記事】
実りの秋到来！横浜のみどりを
体感しよう
横浜市みどりアップ計画の紹介

【表紙のねらい】
・緑の森と、子どもの元気な笑顔
を掲載。横浜の豊かな緑が増え
ている様子を伝える。

・空の写真を変化をつけたデザイ
ンにし、今までの紙面イメージ
との差別化も図る。

２-１ より“伝わる”広報を目指して
～広報よこはまのデザイン変更～
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◆変更例：11月号
【特集記事】
秋の横浜にでかけよう！
市内の紅葉スポットとリニューアル
した施設を紹介

【表紙のねらい】
・秋の横浜観光を推進できるよう、
秋空のもと、新しい横浜の観光
名所・マリンタワーを若い男女
が訪れる写真を掲載。

・若い世代への訴求と、楽しい秋
のお出かけの想起を企図。

２-１ より“伝わる”広報を目指して
～広報よこはまのデザイン変更～
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＜今後の方向性＞・2023年1月号に向け、更なるリニューアルを検討中

◆表紙の区版情報スペースを廃止
情報量と色合いをよりシンプルにし、写真
の訴求力を高める

◆表紙に市版と区版の特集の目次を掲載

◆読みやすくわかりやすい紙面の作成
・記事の見出しを明確化し、記事の文字量を削減。
・街の歴史や文化に関するコラムなど、読み物と
して興味関心を持てる記事を継続的に掲載。

⇒各世代が紙面全体で満足感を持てる広報紙へ

リニューアル内容については、読者アンケート等を実施し効果を測定予定

２-１ より“伝わる”広報を目指して
～広報よこはまのデザイン変更～
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◆デジタル媒体との連携
令和4年6月号より、電子ブックサービス（カタログポケット）の広報
よこはまをLINEで周知

・毎月1日の発行日に、LINEにより電子ブッ
クサービス（カタログポケット）の広報よ
こはまの発行を配信

・LINE周知により閲覧数が大幅アップ。
令和４年５月号 747

→９月号 24,037

※カタログポケット
・英語・中国語（簡体字・繁体字）、韓国語、タイ語、
ポルトガル語、スペイン語、インドネシア語、ベトナ
ム語の９言語に自動翻訳が可能。

・音声読み上げ機能
・テキストのポップアップ（文字拡大）機能
・ユニバーサルフォント使用

２-１ より“伝わる”広報を目指して
～広報よこはまのデザイン変更～
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◆区役所からの情報配信を開始（令和４年４月～）
区民まつりなど、身近な情報を区役所からLINE登録者にメッセージ配信！

※１ 受信設定とは、利用者が配信を希望するカテゴリの情報だけを受信することができる仕組み。

受信設定機能※１により、利用者ニーズに合わせた配信が可能
希望する“配信カテゴリ”を事前に選択することで、不要な情報は届かない

＜現在の配信カテゴリ＞

１ 新型コロナ
感染症関連情報

２ 防犯
犯罪発生情報・不審者情報など

３ 観光・イベント
市・区の観光・イベント情報

４ お知らせ
市・区の事業の紹介、啓発等の
各種お知らせ

【登録者数（令和４年10月１日時点）】
観光・イベント（全域） 37,566人
お知らせ（全域） 41,021人
※友だち登録者 631,342人

↑ 区役所からの情報配信であるかの判別は、
メッセージ下部から確認できます！

２-１ より“伝わる”広報を目指して
～市公式LINEの活用～
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＜参考＞受信設定の方法（例：「お知らせ」カテゴリの場合）
配信を希望する「カテゴリ」と「区」を選択後、「登録」をクリック

③希望する「区」を選択し、
登録をタップ

複数区の
選択も可能全域選択も

②希望する「カテゴリ」を選択①メニュー画面の右上から

２-１ より“伝わる”広報を目指して
～市公式LINEの活用～
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◆画像や写真を用いたわかりやすい情報配信

画像をクリックすると、該当のウェブページに遷移します！

２-１ より“伝わる”広報を目指して
～市公式LINEの活用～
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◆利用者（フォロワー）の共感を得るための情報発信

おはようございます！

お疲れ様でした！

17万人突破
ありがとうございます！

・行政の一方的な情報発信ではなく、あいさつ
ツイート（おはようございます、お疲れ様でした、
など）を織り交ぜて発信することにより、良い反応
を得て、フォロワーの増加につなげる。

２-１ より“伝わる”広報を目指して
～Twitterを活用した情報発信～
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毎週金曜日に投稿
フォロワー数：22,148（10月31日現在）

Find Your Yokohama

◆イベント・観光情報ではなく、横浜ならではの魅力を伝え、横浜への
愛着を深めてもらうことを目的に、オリジナルの記事を配信

２-１ より“伝わる”広報を目指して
～Facebookを活用した情報発信～
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国内自治体におけるフォロワー数が第２位。
令和４年１１月にフォロワー１０万人を突破。
世界44の国や地域にいるフォロワーから支持。

＠findyouryokohama_japan

◆海外に向けた、横浜の認知向上・ファン獲得のための情報発信

２-１ より“伝わる”広報を目指して
～Instagramを活用した情報発信～



議論していただきたいこと

22

各媒体の取り組み状況について、委員の皆様の
ご意見をいただければと思います。

２-１ より“伝わる”広報を目指して



２-２ デジタル技術を活用した広聴手段
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■ これまでの横浜市の広聴制度

デジタルプラットフォームに着目

より多くの市民の皆様の多様なご意見を把握する上でも、
デジタル技術を活用した広聴制度を検討する必要性

• 市民からの提案（インターネット、手紙、Eメール等）
• パブリックコメント
• 「市長と語ろう！」 など



２-２ デジタル技術を活用した広聴手段
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■ デジタルプラットフォームとは

オンライン（インターネット）上で参加者が直接意見を投稿、
交換、蓄積することが可能な市民参加型アイデア募集システム

● 導入事例
・ 国外：台湾、バルセロナ市
・ 国内：デジタル庁、千葉市、福井県、加古川市 等

本年、株式会社自動処理が提供するデジタルプラット
フォーム「アイデアボックス」を利用し、市民の皆様を対
象とした実証実験（計2回）を実施。



２-２ デジタル技術を活用した広聴手段
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■デジタルプラットフォームの特徴

ブラッシュアップ効果

参加者

アイデア
（Before）

アイデア
（After）

賛成！

反対！

参加者

参加者

行
政 コメント

コメント



２-２ デジタル技術を活用した広聴手段
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■「アイデアボックス」について
https://yokohamacity.ideabox.cloud/

実証実験期間：２０２２年３月から８月まで



２-２ デジタル技術を活用した広聴手段
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投稿されたアイデア

アイデアに対する
意見（コメント）

■「アイデアボックス」について



２-２ デジタル技術を活用した広聴手段
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投稿されたアイデア

アイデアに対する
意見（コメント）

投票

■「アイデアボックス」について



２-２ デジタル技術を活用した広聴手段
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ユーザー登録後は
アイデア募集に対して、

することが可能です。

参加者同士でアイデアをブラッシュアップする
好循環が期待できます。

①アイデアを投稿
②アイデアにコメント
③アイデアに投票

（賛成・反対・中立）

■「アイデアボックス」について



２-２ デジタル技術を活用した広聴手段
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■実証実験の結果概要

回数 ユーザー アイデア コメント 実施期間 テーマ

職員対象 40人 37件 66件
令和4年3月8日
～ 3月29日

①市トップページへの見せ方 11件
②画像付きリンクパーツの活用 1件
③その他トップページ改善案 10件
④アイデアボックスについてのご意見 15件

市民対象第１回
（ヨコハマeアン
ケートメンバー約
4,200人対象）

184人 111件 221件
令和4年6月6日

～6月27日

①横浜市への問合せ手段について 21件
②デジタル技術を活用した意見聴取手段 20件
③eアンケートメンバーを継続して

いただけるためのアイデア 33件
④アイデアボックスについてのご意見 37件

市民対象第２回
（全市民対象）

75人 77件 211件
令和4年7月22日

～8月16日

①「家庭や日常の暮らし」の中でできる具体的な
脱炭素の行動や取組 28件

②経済活動と脱炭素社会の両立を目指しながら、
「事業者」ができる具体的な脱炭素の行動や取組

39件
③アイデアボックスについてのご意見 10件



２-２ デジタル技術を活用した広聴手段
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■実証実験の総括

① 意見の可視化による市民相互、行政との意見交換

② 意見表明のしやすさ

③ 多様な使い方

④ SNS等との親和性の高さ

プラットフォームの特徴として上記が確認できたと
ともに、テーマの設定や参加者を確保するための周知
方法などの課題も判明しました。



２-２ デジタル技術を活用した広聴手段
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実証実験の結果などを踏まえ、デジタル技術を
活用した新しい広聴手段について、委員の皆様の
ご意見をいただければと思います。



【議題２】 シティプロモーション基本方針（仮称）
骨子

＝ 政策局広報戦略・プロモーション課 ＝

広 報 企 画 審 議 会 会 資 料
令 和 4 年 1 １ 月 2 4 日
政策局広報戦略・プロモーション課



市のプロモーションの大きな方向性と、実施の考え方を示すもの１

庁内の職員向けに示す方針として整理し、明文化するもの2

プロモーションを行う際に職員が実務で参照できるもの3

デジタル化の進展、情報の取得手段の多様化など、

現状の変化に即した内容であるもの
4

基本方針の位置づけ

1



2

基本方針 骨子

全体像

１.基本方針の全体構成

２.目指すべき横浜の都市ブランド

３.プロモーションの必要性

４.横浜市のシティプロモーション基本方針

５.プロモーションの組み立て方

６.組織的なプロモーション力の向上

７.基本方針の効果測定

８.プロモーションに係る言葉の定義



基本方針（本編）

本市におけるシティプロモーションの方向性、
実施の考え方を示すもの

関連データ集

基本方針策定の
背景のデータ等を記載

実践マニュアル

プロモーションを行う際の
実務上の手引き

※実情にあわせて適宜改訂

基本方針 骨子

3

※想定期間：５～10年

１.基本方針の全体構成



【２００９年】市民とともに描いた「未来の都市像」（Vision）＝ OPEN YOKOHAMA
▶時には葛藤しながらも、様々なものをやさしく包み込み、
人が、人と、人らしく、すごせる街。自然に、自分らしくいられる街。
▶長い歩みの中で、異なるものを受け入れ、新たなものを生み出しつづけたヨコハマ。
▶開港を経て育んできた真の多様性と、住みやすい環境を自分たちで創りだす市民のチカラ。
▶ここにしかない自由で開放的な風が吹き抜ける

【２０２２年】2040年の「共に目指す都市像」（Vision）

＝ 明日をひらく都市 OPEN×PIONEER ２０４０ YOKOHAMA （開く×拓く）

▶さまざまな困難を抱えていても、その人が望む道を選択し、みんなで応援する都市
▶多種多様な人の才能、その人らしい可能性をひらく都市
▶たくさんの人が集い、明日を感じ、語らいあえる都市
▶多くの様々な企業が集まり、つながり、新しい価値を生み出しつづける都市
▶自然や文化をはじめとした、豊かな街の魅力をひらく都市
▶横浜が持続可能であることはもちろん、地球における持続可能性をひらく都市

自由で開放的な風を
イメージしVisionを
ビジュアル化した
ブランドロゴ

OPEN YOKOHAMAの理念を継承しながら、
１０年余の社会状況・環境変化を踏まえ、目指す地点を再確認

目指すべき都市像＝Vision

基本方針 骨子
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「明日をひらく都市」に向け、
当面４年間で実施する【政策】 横浜市中期計画

２００９年、市民とともに描いた
未来の都市像（Vision）
OPEN YOKOHAMA

明日をひらく都市
OPEN×PIONEER 2040 YOKOHAMA

「OPEN YOKOHAMA」で描いた横浜の
未来像に向けたマイルストーンとして、

２０４０年までに目指す都市像

Vision（都市像）

新しい発見
ワクワクする高揚感
感性が磨かれる感覚

VisionとPromiseを
「伝わる」よう言語化
（Brand Slogan）

暮らす人、活動する人、
訪れる人のすべてに、

都市として提供する価値
（Brand Promise）

Vision（都市像）を
ビジュアル化したロゴ
（Brand Logo）

Visionに掲げた都市のブランド価値を伝えるためのツール

都市のブランドを発信するロゴやスローガン

基本方針 骨子
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基本方針 骨子

３.プロモーションの必要性

(1)都市ブランド力の向上とシビックプライドの醸成
持続可能な都市経営に向け、横浜が多くの方から支持され、愛される都市となるために、都市ブランド
の向上とシビックプライド（地域への愛着・誇り）を生み出すシティプロモーションが欠かせません。

(２)市民の理解の獲得と信頼関係構築
あらゆる事業・サービスを遂行するだけに留まらず、利用されるまでが一体であることを意識し、安心・
信頼して利用してもらうため「知ってもらう」「理解、納得してもらう」ためのプロモーションが必要です。

(３)職場・職員のモチベーションアップ
プロモーション通じ、事業・サービスの対象者からの反応や、事業効果が見え

やすくなり、事業の改善やクレーム・問い合わせの減少にもつながることで、担当
者や組織全体のモチベーションアップに繋がる好循環が生まれます。

目的内容が
伝わり理解
が得られる

利用され
る

反応があ
る

成果・効果
が見える

改善意欲が
湧く

職場・職員
のモチベ
アップ

プロモーションは、横浜市職員すべてが意識し、実行しなければならないものです。
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基本方針 骨子

４.横浜市のシティプロモーション基本方針

Ⅲ 「伝える」ではなく「伝わる」ことを徹底します
情報を単に「伝える」だけではなく、相手に必要な情報は何か、受け取り手の立場に立ち、「伝わる」プロモーションを徹底
します。また、目的・目標を定め、市民をはじめとするターゲットの声や反応、効果測定を行い、「伝わった」こと自体をしっか
りと把握し、改善につなげます。

Ⅰ 事業とプロモーションは一体不可分で取り組みます
すべての事業・サービスは、相手に理解され、利用され、行動を起こしてもらわないと意味がないことを認識し、職員一人
ひとりが、「伝える」担い手であることを認識して業務に取り組みます。

Ⅳ プロモーションのデジタルシフトを進めます
双方向のコミュニケーションができ、閲覧数等のデータ収集も可能になるデジタルメディア（ウェブ、SNS、動画等）に

よるプロモーションを積極的に活用します。

Ⅱ 都市をプロモーションするというマインドで情報発信します
私たちの事業・サービスの一つ一つが、横浜のイメージやブランドを作り上げています。自分の業務に対して誇りと熱意を
持ち、「横浜をプロモーションしている」というマインドで情報を発信します。
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基本方針 骨子

４.横浜市のシティプロモーション基本方針

Ⅴ 公民連携によってシティプロモーション力を最大化します
行政だけでできることは限りがあることを認識し、「横浜の魅力を高め発信したい」という熱意を持つ企業・団体・個人の
プロモーション活動（各種イベント、情報発信等）を最大限に生かし、連携・サポートします。

Ⅵ プロモーション力を高める体制づくりを進めます
基本方針の考え方を浸透、着実に実行するため、知識やノウハウを得るための充実した研修や、相談・支援体制を構築し、
インターナルブランディングを行います。

すべての職員がプロモーションの重要性と効果を理解し、実践することで、
事業の成果が実感できる好循環を生み出します
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基本方針 骨子

５.プロモーションの組み立て方

(1）思考・行動プロセスとタッチポイント
ターゲットの思考・行動プロセスを踏まえ、段階に応じた適切なタッチポイント・メディアを選択し、プロモーションを企画します。
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基本方針 骨子

５.プロモーションの組み立て方

（２）PDCAと５W2H
計画段階から、５W2Hを意識し、特に目的、ターゲティングを明確にしてプロモーションを考えていく必要があります。
さらに、実施後の効果測定も意識し、その成果などを評価しながら進めます。

目的・目標設定
Why＝なぜ実施するのか
What＝何を伝えるか

ターゲティング
who=誰に
＊年代、性別、生活環境、興味関心などを
詳細に絞る【ペルソナ設定】

媒体選択
Where＝どこで
How＝どのように

スケジューリング
When＝いつ

How long＝期間は

実施
効果測定
＊目標に対する成果を測れる
指標を置き効果測定

改善提案
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基本方針 骨子

５.プロモーションの組み立て方

（３）トーン＆マナーの統一
文章やデザインなどの表現における一貫性・統一性を保つトーン＆マナーを守ることで、見た人に情報やコンセプトが伝わり
やすくなります。

（４）プロモーション予算の確保とクオリティの担保
効果的なプロモーションを行うことを念頭に、必要なシティプロモーション予算を確保し、デザイナーに委託するなど、一定の
クオリティーを保てるようにすることが大切です。

（５）リスクマネジメント
情報発信をするうえ、法律・規制、人権、モラル・倫理、世の中の流れを把握し、シティプロモーションをすること自体がリスク

にならないための手立てが必要となります。

（6）多様性配慮、SDGs貢献
日本語が読めない、障害がある人など多様な相手に配慮してプロモーションを行う必要があります。また、印刷物の環境配

慮など、プロモーションにおいてもSDGsの達成に貢献します。
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基本方針 骨子

６.組織的なプロモーション力の向上

(1)横断的な庁内推進体制の構築
■シティプロモーション推進会議 ＜市長、副市長、全局区長＞
①全庁的なプロモーションの方向性の共有
②特に力を入れて発信する「重点シティプロモーション項目」の選定
■シティプロモーション実務者会議 ＜関係局区の課長級＞
①ノウハウ・情報の共有や部署を超えた連携
②組織全体のプロモーション力の向上

(２)研修体制
■導入編
全体像を理解し、各職位の中で業務に役立てる
＜職位別研修＞
■基礎編
基本的な知識を伝え、実際に業務の中で役立てる
＜基礎講座、デザイン研修、報道対応研修 など＞
■実践・発展編
実践的でより高度な知識、技術を習得する
＜ブランド研修、メディアトレーニング など＞

(３)コンサルティング・サポート体制
各事業所管のシティプロモーションが効果的に行えるよう
日々サポートします。

・重点シティプロモーション項目を決定しサポート
・記者発表やチラシや動画などの制作物、インターネットを
活用したプロモーションなどに関するアドバイス、支援
・効果的なプロモーション方法の提案
・マーケティングツールを活用した広報の結果を分析、共有
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基本方針 骨子

７.基本方針のＰＤＣＡ

(1)ＫＧＩとＫＰＩの設定
■KGI
・シティプロモーションによって自身の業務の成果があがっている（改善されている）
■KPI
・庁内の基本方針認知度、理解度
・基本方針、マニュアルの評価（共感度）
・マニュアルの活用度
・職員自身の市の情報への接触度、印象
■手法
職員アンケート
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基本方針 骨子
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８.言葉の定義

現在庁内において、広報、プロモーション、PRなどの言葉が様々な意味で使用されているため、
本市における広報プロモーションに関する言葉の定義を整理します。



今後のスケジュール

９月 骨子策定

１～２月頃 基本方針策定

３月 策定通知、周知
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